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研究成果の概要（和文）： 
尿路結石症全国疫学調査の個人調査票 30,448例のデータベースを用い、個々の患者におけ
る肥満、高血圧、高脂血症、糖尿病の合併数 (メタボリックシンドローム因子数)と結石形
成リスクの関係について検討したところ、メタボリックシンドローム因子を多く有する 
患者では再発または多発症例が多く、尿化学異常(高カルシウム尿、高尿酸尿、高蓚酸尿、
低クエン酸尿)を有する症例が多かった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Severity of kidney stone disease was examined by the number of metabolic syndrome 
traits using data on 30,448 patients enrolled in the Nationwide Survey on Urolithiasis 
in Japan. Metabolic syndrome trait clustering is associated with greater severity of 
kidney stone disease; increased urinary calcium, uric acid, and oxalate excretion; and 
decreased urinary citrate excretion. 
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 直接経費 間接経費 合	
 計 
2010年度 1,800,000	
 540,000	
 2,340,000	
 

2011年度 900,000	
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2012年度 800,000	
 240,000	
 1,040,000	
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研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：外科系臨床医学・泌尿器科学 
キーワード：尿路結石症、メタボリックシンドローム 
 
１．研究開始当初の背景 
尿路結石症の罹患率は急増しており、また
再発率も高い疾患であることから、予防策
の確立が急務である。近年、肥満、糖尿病、
高血圧などの生活習慣病と尿路結石症の疫
学的関連性が指摘されていることから、本
研究課題ではこれら生活習慣病を包括的に
捉えた概念であるメタボリックシンドロー

ム（MetS）およびその本態とされる内臓脂
肪蓄積／インスリン抵抗性と尿路結石症の
関連性を臨床的に検討した。 
 
２．研究の目的 
2005 年尿路結石症全国疫学調査のデータ
から尿路結石症と MetS の関連性について
検討した。 
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３．研究の方法 
（１）2005年尿路結石症全国疫学調査は日
本泌尿器科学会専門医教育認定施設および
ESWL設置施設を 2005年 1月から 12月
までに受診した尿路結石患者を対象として
行われた。174施設から報告された 30,448
例の個人調査票には結石部位、基礎疾患、
結石成分などが詳細に記載されている。 
 
（２）個人調査 30,448例のデータベース
から、①下部尿路結石のみの症例、②結石
成分がリン酸マグネシウムアンモニウム、
シスチン、その他の症例、③結石形成の明
らかな原因（尿流停滞、尿路感染、長期臥
床、副甲状腺機能亢進症、尿細管性アシド
ーシス、シスチン尿症、内服薬）を有する
症例、④15歳未満の症例を除外し、残った
26,444例を解析対象とした。 
 
（３）上部尿路結石患者における生活習慣
病（肥満、高血圧、高脂血症、糖尿病）の
合併率を算出した。また、個々の患者にお
ける肥満（BMI≧25kg/m2）、高血圧、高脂
血症、糖尿病の合併数をMetS因子数とし
て算出し、結石形成リスク（再発／初発、
多発／単発、高カルシウム尿、高尿酸尿、
高シュウ酸尿、低クエン酸尿）の関係につ
いて、χ2検定および多重ロジスティック
回帰分析を用いて解析した。 
	
 
４．研究成果	
 
（１）尿路結石患者における生活習慣病の合
併率：肥満は 33.6%、高血圧は 20.4%、高
脂血症は 13.0%、糖尿病は 9.5%にみとめら
れた。 

 
 
（２）尿路結石患者における肥満（BMI25
以上）の割合：国民健康栄養調査による日
本人男性の肥満は増加傾向にあるが、男性
結石患者の肥満の割合は全年齢層において
一般国民を凌駕していた。一方、日本人女
性の肥満は減少傾向にあるが、女性結石患
者の肥満の割合は男性同様、全年齢層にお
いて一般国民より高かった。 
 

 
（３）尿路結石患者における MetS因子保
有数：個々の患者における MetS因子数を
算出すると、全患者の 33.6%が 1個、14.4%
が 2 個、5.3%が 3 個、1.2%が 4 個と、半
数以上の患者が少なくとも 1 個以上の
MetS因子を保有していた。 

 
（４）肥満の有無による尿化学異常：男性
では、肥満患者は非肥満患者に比べて高カ
ルシウム尿（p<0.01）、高尿酸尿（p<0.01）
が有意に多く、高シュウ酸尿も多い傾向に
あった（p=0.06）。低クエン酸尿について
は肥満の有無による差はみられなかった
（p=0.32）。一方、女性では、肥満の有無
によっていずれの尿化学異常にも差はみら
れなかった。 
（男性） 



（女性） 
 

（５）MetS 因子数による尿化学異常：男
性では、MetS 因子数が多いほど高カルシ
ウム尿、高尿酸尿、高シュウ酸尿が有意に
多かった（p<0.01）。低クエン酸尿につい
ては有意差はみられなかった。女性では、
MetS 因子数が多いほど高カルシウム尿が
有意に多かったが（p<0.05）、他の尿化学
異常については有意差はみられなかった。
男性では、高カルシウム尿の年齢調整オッ
ズ比はMetS因子を 1つ以上保有している
患者で有意に高くなっており、高尿酸尿に
ついてはMetS因子を 2つ以上保有してい
る患者で有意に高くなっていた。高シュウ
酸尿および低クエン酸尿については、MetS
因子を 2つ保有している患者で有意に高か
った。一方、女性では、高カルシウム尿お
よび低クエン酸尿のオッズ比は、MetS 因
子を 3個以上保有している患者で有意に高
かった。 
（男性） 

（女性） 

 
 
（６）MetS 因子数と初発／再発の関連：
男性では、MetS 因子数が多いほど再発患
者が有意に多かった（p<0.01）。女性でも、
有意差には至らないものの MetS因子数が
多いほど再発患者が多い傾向がみられた
（p=0.11）。再発の年齢調整オッズ比は、
MetS 因子を 1 つ以上保有している男性患

者で有意に高かったが、女性では MetS因
子数による再発オッズ比の上昇はみとめら
れなかった。 
 
（７）MetS 因子数と単発／多発の関連：
男性では、MetS 因子数が多いほど多発患
者が有意に多かった（p<0.01）。女性でも、
有意差には至らないものの MetS因子数が
多いほど多発患者が多い傾向がみられた
（p=0.07）。多発の年齢調整オッズ比は、
MetS 因子を 2 つ以上保有している男性患
者で有意に高かったが、女性では MetS因
子数による多発オッズ比の上昇はみとめら
れなかった。 



（男性） 

（女性） 
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